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論 文 内 容 の 要 旨
最近, 牌頭部癌をはじめ門脈領域の手術が盛んに行なわれるよ うになったが, 他の領域の手術と異な
り, 門脈系は微細な損傷でも大出血を起こん , すみやかにショックに陥る場合がしばしば経験されてい
る｡ 著者は犬を用いてその門脈と股静脈から脱血実験を行ない, 門脈系出血と体静脈系出血の病態生理に
ついて比較解折を試みた｡
すなわち, 体重 10- 15kg の雑成犬を門脈脱血群と股静脈脱血群に分け, 各群について次の3方法によ
る脱血実験及び輸血 ･還血実験を行なった｡
1 ) 間飲脱血｡ 5 cc/kg を30分間隔で脱血｡
2 ) 間欧脱血後輸液｡ 上記脱血にて動脈圧 50m m H g 以下に達せしめ, そのまま60分間維持後 30 cc/
kg の点滴静注輸液を行なった｡
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以上の実験結果より門脈圧は門脈脱血群において特異的な変動を示し, 3方法のいずれの場合にも脱血






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
輝頭部癌をはじめ門脈領域の手術が最近盛んに行なわれるようになったが, 門脈破損による出血は容易
に大出血に連なり, すみやかにショックに陥いる場合が経験せられる｡
そこで, 著者は犬で門脈と体静脈系である股静脈からの脱血実験を以下の 3方法を用いて行ない, 門脈
系出血と体静脈系出血との病態生理について比較検討を加えた｡ すなわち, 1 ) 間歓脱血として 5 cc/kg
を30分間隔で脱血する｡ 2 ) 問歓脱血で動脈圧を 50m m H g 以下に達せしめ, その状態を60分維持後 30
cc/kg の点滴静脈内輸液, 3 ) サイフォン法で 1m 落差吸引による脱血を行ない, 動脈圧を 50m m H g
以下に達せしめ, その状態を60分維持後全脱血量を点滴静注して還血｡
その結果, 股動脈圧, 股静脈圧の変動は門脈脱血群と股静脈脱血群との間に有意の差は認めない｡
門脈圧は 3方法とも門脈脱血群では脱血終期, ショック期後半に上昇を示し, 輸液, 還血によってその
傾向は増強する｡
生存日数は門脈脱血群の方がはるかに短かい｡
致死出血量, 循環血梁量, ヘマ トクリット値は両群に大差ない｡ 肝機能障害, 組織学的変化も門脈脱血
群の方が著明である｡
以上の所見より門脈よりの出血は特異の経過を示し, 生体に不利なることが判明した｡
本論文は学問上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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